
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 お腹を満たした後は、ゲーム大会！ 
 

まずは「椅子取りゲーム」。約５０人が輪になりラ

テン音楽に合わせて少なくなっていく椅子を巡っ

て、笑いあり、涙ありの時間でした。次は「ビンゴ

ゲーム」。発表される数字にドキドキしながら１列そ

ろったらビンゴー！うれしいプレゼントをもらいま

した。言葉はなくても体験と感情を共有した楽しい

ひとときでした。 

 一品持ち寄りのワールドパーティーの開始！ 
 

中国料理の「水餃子」「落花生塩炒め」「麻婆豆腐」、ブラジル料理の

「ボロサウガード（塩辛いケーキ）」、フィリピン料理の「パンシートカ

ントン（フィリピン焼きそば）」、日本料理の「おはぎ」「マスの甘露煮」

などワールドワイドな料理やデザート・お菓子・ジュースの数々。婦人

会による「おでん」や、その場で作る「出来たて焼きそば」「たません」

もありました。また、外国人と日本人、外国人同士で話しが進み、新し

い知り合いや友人もできたようでした。 

 片付けも一緒に！ 
 

最後に、愛知教育大学が一ツ

木市民館で行っている「外国に

ルーツにある子ども向け日本

語教室」の紹介、アンケートを

行い、片付けも一緒にして、終

わりました。 
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一ツ木
ひ と つ ぎ

市民館
し み ん か ん

で、一ツ木
ひ と つ ぎ

住民
じゅうみん

有志
ゆ う し

が中心
ちゅうしん

となり、「誰
だれ

もが、地域
ち い き

に関心
かんしん

を持ち
も  

、各々
それぞれ

の文化
ぶ ん か

を大切
たいせつ

にし、助け合
た す  あ

う」まちに向
む

け、外国人
がいこくじん

と日本人
に ほ ん じ ん

が交流
こうりゅう

するパーティー
ぱ ー て ぃ ー

を開催
かいさい

しました。 

※「GLOCAL」は、GLOBAL（地球規模）と LOCAL（地域的）を合わせた造語で、「地域における国際化・多文化共生」、「地球大に考え・地域で行動」という意味が込められています。 

 

■ これまでの経過 ■ 
 

 2012 年度 
6/25  かりがね小学校ヒアリング 

6/29  一ツ木地区ヒアリング① 

10/24  一ツ木地区ヒアリング② 

2/下旬  一ツ木町在住外国人アンケート 

 2013 年度 
5/23  プロジェクト設立確認会議 

6/01  一ツ木多文化サロン（中国編） 

6/02  一ツ木多文化サロン（ブラジル編） 

6/09  一ツ木多文化サロン（フィリピン編） 

7/03  第 1 回プロジェクト会議 

8/01  第 2 回プロジェクト会議 

8/18  サロン参加外国人事前説明・交流会 

 

 日時：2013 年 9 月 14 日（土） １8：30－20:30     場所：刈谷市一ツ木市民館 ２階ホール 

 参加者：42 人（外国籍 25 人：中国､フィリピン､ブラジル､スペイン、日本人 17 人）、住民スタッフ 8 人、

事務局 7 人、総勢 57 人   プログラム：  １．お国の言葉「こんばんは～！」  ２．立食で料理を食べな

がら歓談  ３．イス取りゲーム・ ビンゴゲーム  ４．アンケート・お知らせ  ５．片付け 

 
開 
催 
概 
要  

 プロジェクト会議の様子  多文化サロンの様子  事前説明・交流会の様子 

 地域住民による地域住民のためのプロジェクト！ 
 

「国際化・多文化共生推進計画」で、市内で最も外国人が多く住む地域である一ツ木町が「モデル地区」に

位置づけられた後、2012 年度の準備期間を経て、2013 年度から地域の役員 OB･OG を中心とした住民有志によ

る「一ツ木多文化共生プロジェクト」が始動しました。「プロジェクト会議」では、多文化共生のための企画

や準備について話し合っています。より多くの外国人住民と顔の見える関係をつなげていくために、アンケー

トに答えてくれた方を集めた国籍別の「多文化サロン」で具体的な気持ちや考えを聞いたり、多文化サロンに

来てくれた方を集めた「事前説明・交流会」でパーティーの内容を一緒に考えたりして、「持ち寄りワールド

パーティー」を開催しました。今後も活動を続けていきます。関心のある方はぜひご参加ください！ 

　　　2013.11.1 現在

フィリピン

50%

ブラジル

17%

中国

16%

その他

17%

（163人）

（54人）

（55人）

（53人）

325人

外国人比率

3.1％

 豆知識：一ツ木町の外国

人数は 325 人で、市内で最も

数が多い町です。外国人比率

は 3.1％です（県 2.1％）。国籍

内訳ではフィリピンが半数を占

め、ブラジル､中国、その他が

残りを等分しています。 
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【モデル地区・学区プロジェクト】 「一ツ木町在住外国人アンケート」・「国籍別一ツ木多文化サロン」の報告  

現状
げんじょう

では地域
ち い き

住民
じゅうみん

との関係
かんけい

は一部
い ち ぶ

に限
かぎ

られ、偏見
へんけん

・差別
さ べ つ

を感
かん

じている人
ひと

もいますが、多
おお

くの

外国人
がいこくじん

住民
じゅうみん

が「地域
ち い き

住民
じゅうみん

同士
ど う し

で交流
こうりゅう

したり、コミュニティ
こ み ゅ に て ぃ

作
づく

りに貢献
こくけん

したい」と思
おも

っています。 

外国人住民は、地域コミュニティとの「つながり」を求めているか。  
● 一ツ木自治会行事へ参加率は 32％とあまり高くない。一ツ木町の日本人の友人・知人は比較的いるが、会った時あいさつする程度が多く、一緒に食事をしたり、

困った時に相談している友人は多くない。→Ｑ１ その一方で、地域の人たちとの交流意向は高く、町に何か役に立ちたいと多くが思っている。→Ｑ２・Ｑ３ 

 

 

一ツ木町在住外国人アンケートの概要 
◇調査対象：一ツ木町に住む 16 歳以上の 

すべての外国人 273 名 

◇調査方法：調査票の郵送・回収による方法 

◇回収率：24.9％（68 名から回答） 

◇属性：フィリピン 37 名､中国 20 名､ブラジル 7 名､

韓国朝鮮 4 名／男 29 名、女 38 名／市居住 5 年

未満13名、５～10年未満23名、10年以上16名、 

  刈谷市にできる限り住み続けたい 50 名（74％） 
  

国籍別多文化サロンの概要 
◇参加者：フィリピン編７名（外国籍３名）、ブラジ

ル編９名（同７名）、中国編１５名（同９名） 

◇内容：１．あいさつ         ◇時間：約２時間 

２．地図を使って知り合おう！ 

３．アンケート内容についての話し合い 

４．できること・したいことの提案 

具体的に､どのような「つながり」を求め､どんな課題があるか。  

Ｑ２　地域の人たちと交流したいと思いますか。             

24%

13%

51%

7%

1%

3%

既に十分に交流している

少し交流しているが、

もっと交流したい

今は交流していないが、

今後交流したい

あまり交流したくはない

全く交流したくない

未回答
N＝68

Ｑ１　一ツ木町の友人・知人たちとはどのような関係ですか。        

67%

31%

18%

22%

33%

9%

会った時に

あいさつする関係

仕事での

つきあいがある関係

保護者同士の

つきあいがある関係

困った時に

相談している関係

一緒に食事したり、

遊んだりしている関係

その他 N＝45

一ツ木町内に

友人・知人が

いる割合＝63%

［複数回答］

Ｑ3　一ツ木町のコミュニティの一員として、    

とても思う

19%

思う

57%

あまり

思わない

6%

全く

思わない

2% わからない

16%

何か役に立ちたいと思いますか。

N＝68

 
● 交流の方法としては、「文化交流」「体験交流」「おしゃべり交流」に対するニーズが

多い。→Ｑ４ 交流に参加するうえでの障害としては、「日本語読み能力」「多忙」「移動

手段がない」が多く、「日本語話す聞く能力」「偏見･差別」は比較的少数である。→Ｑ５ 

Ｑ４　ビジョンを実現するために、具体的にどのような企画があるとよいですか。    

68%

65%

62%

54%

50%

49%

38%

38%

3%

外国人と日本人が、

お互いの文化や習慣を学び、楽しむ

（例：料理教室、クリスマス会、ダンス会）

外国人と日本人が、一緒に活動してふれあう

（例：スポーツ、ゲーム、野菜づくり）

外国人と日本人が、知り合いおしゃべりをする

同じ外国の外国人同士が、知り合い、助け合

えるようにする （例：外国人互助組織づくり）

外国人の日本での暮らしを支える

（例：日本語教室、防災教室、母語教室）

外国人が既存の活動に参加しやすくする

（例：外国人に配慮した盆踊り、

運動会、清掃活動など）

外国人と日本人が、一緒に企画を考え実施

外国人家庭と日本人家庭が、

家族ぐるみの関係を育む

（例：家族同士の交流イベント、マッチング）

その他 N＝68

［複数回答］

Ｑ５　あなたが企画に参加するうえで障害となっていることは何ですか。

56%

46%

43%

32%

26%

19%

1%

6%

案内のチラシなど日本語で書かれた

文章を読めないこと

夜間や休日も仕事や家事・子育てで

忙しく時間をとれないこと

自分の車がなく、

あまり遠いところへはいけないこと

一緒に参加する同国の友人がおらず、

一人で参加するには不安なこと

日本語を聞いたり、

話したりすることができないこと

日本人が外国人に偏見や差別意識を

持っていて友好的でないと思うこと

自分が日本人に友好的ではなく、

このような企画に関心がないこと

その他

［複数回答］

N＝68

一ツ木町で、具体的にやりたいこと、貢献できそうなこと。 
  
＜フィリピン＞ ◆日本人と外国人が参加できるスポーツやバーベキューがあれば触れ合うことができる（20 代男女）。◆私

はろうあ者のため同じ障害をもつ日本人と出会いたい。英語の手話なら教えられるし、日本語の手話を学びたい（20 代女）。

◆まだわかりません。でも協力したい（50 代･女）。◆一ツ木のイベントや行事に参加して、よいまちづくりに貢献したい（60 代

男）。●いろいろな文化を教えてほしい。また、自分が教えられることは教えたい（例：料理が得意）。 ●日本語教室がほしい。

日本語を理解し勉強したい。●自分が世話役になるので、フィリピン人コミュニティを作りたい。 
 

＜ブラジル＞ ◆日本人と外国人との交流がもっとたくさんあると良い。どちらの国も偏見がなくなれば良いと思う（30 代女）。

◆地区の祭りや運動会などのイベントに参加したい（40 代男）。◆互いの国の文化や宗教についてよく分からないので、知り

合った方がいい。その輪がどんどん広がって日常生活をうまく過ごしていけると思う（50 代･女）。  ●Ｔｈｅ Ｐａｒｔｙ！シュハスコ

など。●ごみ収集、分別、片付け方などを学ぶ機会があるとよい。●祭りにおいては、盆踊りだけでなく、サンバもミックスできる

とよい。●家族同士のお宅訪問などの交換交流ができるとよい。●ブラジル人はクラフトが好きなので、一緒に作る企画（リサ

イクル工作など）があるとよい。●学校の運動会で、外国のゲームを取り入れる。●関わり合う機会がないので偏見・差別が起

きる。→こういう機会が増えると差別がなくなる！ 
 

◆アンケート自由意見 
●多文化サロン意見 

 

 

＜中国＞ ◆一ツ木町で日本人と外国人の友達を作ろうと思います。一ツ木町の活動に自分の力を出すこと（20 代男）。◆

一ツ木町の住民は友好的で礼儀正しく言う事なしです（20 代男）。◆屋外でのスポーツをしたい（20 代男）。  ◆中国語を学

びたい日本人、外国人に教えること（30 代男）。◆中国語と中国の文化を知りたい人を助けてあげたいです（30 代女）。●日

本料理を勉強したい。●日本語教室は、市役所は遠いので近い所で行われるとよい。●清掃活動、ごみの分別は、日本に来

てすぐに行うのは難しいのでなんとかしたい。●日本人と中国人のハーフの子どもがいるが、学校などでのいじめが心配なの

でなんとかしたい。 
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